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特集 火山灰

これまでに北大の札脱キャンバス内では、遺跡調売の|黙に多くの場所で地J¥"'I中から火山灰が発

凡されています。 火 11 1ぽは、火山の1噴火にfl~って 11的1I された直径 2.......4 mm以ドの{iNR物(さいせ
つぶつ)のことです。 [1本のような中緯度偏阿風地併では強い西風に運ばれて、火山の東側に広

範囲に分布することが知られています ときには、村正を越えた遥か彼}jからもたらされた火山灰

が見つかることもあります

火山灰は、瞬時に広岐に広がり堆積する性質をもっているため、向・時間を判定する指標とし

活用することができます 地問中から発見された火IlJJj(は、考古学でも年代の対比や前後関係の

決定に大きな威ノJを発射IIすることになります。

本号では、 これまで，HllJi:~文化財調査室が行ってきた調任によって北大札幌キャンバスの地下で

確認された火山灰について紹介します。

平成初年度に実施した工学部共用実験研究棟地点で確認された火山灰層

(2頁の⑮の場所に位置する.火山灰層の下からは12-13世紀頃の際文文化後期の遺物包含庖が検出)



北大札幌キャンハス内から発見された火山灰

• T8-8火山灰が検出された箇所 .給源が不明な火山灰がlill草された箇所・B-Tm火山灰あるいはかTm.Ta-8火山灰の前者が倹出された箇所
・圃 サクシユコトニJIIと
セロンへツ111
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.t.:lt 23条外局側綜帯{②)の訟鑓調査で

倹出された蛇行する煙没河川{白っぽ

くみえる都分がTa-a火山灰)

~ ，$ .・E・-司

血共同鴻le点(⑪)で験出された隻穴住居

祉の11土(断面にみえる白い層がTa-a

火山灰層}

&共同潟地点(⑪}での竪穴住居祉Olニtの

間査状況(白っぽいTa-a火山灰が平面

で確1草されている.このようなケースは稲)

企西内地点{⑪)の領査で埋没河川中にlil

t草された火山灰{矢印が示す白い層が

Ta-a火山灰層)

&工学錦共用実敏研究棟地点(⑮}で61認

されたB-Tm(丸の中にみえる白い粒が

かTm火山灰)



• B-TmとTa-a
北海道大学の札幌キャンハス内で見つかっている火山灰

は、以下のこつです

①白頭山苫小牧火山灰 (記号 :B-Tm)

現イ主の北朝鮮 ・中国国境地併にある白頭山(中国名長自

111 )が給源となっている火ILI灰ロ10世紀前半に噴火し、日

本海を渡って飛来してきたもの。 日本タ1Jぬでは道南部から

東北北部にかけて分布しています。敏文文化の造物や遺構

の編年に大きな役割をはたしています。

②縛前a火山灰(記号 :Ta-a) 

苫小牧近郊の併前山が 1739年に悩・火した際に噴出した火

山灰が飛来してきたもの。道央部から道東部にかけて分布

していることが線認されています。アイヌ文化期の編停に

大きな役割をはたしています。

...Ta-a 

AB-Tm 

A火山噴火の様子 (大木・小林縫 『臼本の

自然5JJ平凡社より )

-a' • 
a'
 

企B-TmとTa-aの降下範囲

企白頭山南側の噴出;源近くで確認された、白

頭山苫小牧火山灰と同時に噴出した数mの

厚さに遼する軽右や火砕流 (町困・新井縁

『新編火山灰アトラス』策大出版会より )k 

A顕微鏡で織影された火山灰 (火山ガラスが見えます)
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北大キャンパス地下の堆積物は、そのほとんど

が河川によって運搬されてきたものです。キャン

パス内で広範囲に確認される標準用}守:日府は、上

流に堆秘していた支勿火

山灰や火砕流(約4万年前

に噴出)が河川|の浸食をう

け、千年前頃に湾地翻し

たものです。そのためu
府中には支勿火山灰起源

の火山ガラスが多く含ま

れてb、ます。 この煩から、

操文文化の辿物 ・遺構が

. 道央部に降下した後期第四紀の

主要な火山灰とその噴出年代

クッチャロ羽幌 KC-Hb 11.5 -12万年前

洞古巨 Toya 11.2-11.5万年前

阿蘇4 Aso-4 8.5 -9万年青n
支担町第 1 Spfa-I 4 -4. 5万年前

恵庭a En-a 1.9 -2.1万年前

車尊前d Ta寸i 8-9千年n
槻官trc Ta-c 2.5 -3干年前

惨白頭山苫小牧 B-Tm 1子年間

有珠b Us-b A01663 

御前b Ta-b AOl667 

炉4時前a Ta-a A01739 

惨=北大キャンパス内で確認された火山灰

圃 支務火山灰の再堆積

aiI 

咽 l君置量
.!，'IIl. -1111 -.rJ 

.町~品E

~ 

M 
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圃
企北大キャンパス内
の標準層序 (ゲスト
ハウス地点) 多く発見されてきます。



• 新調査室員の紹介

遠部慎
|剖山県出身

クオリティの高い遺

跡からの梢報を多く引

き出せるよう調査、研

究に取り組んでいきた

い、と思っています。

雪国特らしは初めてで

す。
大平理恵
長野県出身

北大構内の泣断、が持ったくさん

の情報や、考古学 ・遺跡の立義深

さ、おもしろさを、多くの)j々 に

わかりやすく伝えるために、日々

考えて調ftをするニとを心がけた

いと思っています。

よろしくお願いします。
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A翻査見学会の織子

工学部発掘地点の調査見学会の開催

平成20年 7月 17日、統縄文文化から煉文

文化にかけての造物や遺構が発掘されていた

工学部共用実験研究機地点において、調査見

学会が行われました。

調査見学会には、学内外から 100名以上の

参加者がみられました。調査室員による説明

の後、参加者のノ7々 との聞で質疑応答が活発

に行われました。

1 ・・・・・・・・・ j 
j 遺跡で発見される火山灰の同定には、自然科学的 ; 
j な分析が不可欠です。浬漉文化財調査実では、北大 ; 
j キャンパス肉の火山灰に閉しても、火山灰を専門と : 
! する自然科特との憶力のもとで、学際的な研究を i 
i 進めています.本号は、そうした成果のー舗をまと ! 
j めたものです。ご意見・ご怒懇をお寄せいただけれ j 
i Iま幸いです。(高倉)
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• お知らせ
第 2困北海道大学埋蔵文化財調査室

日時 :

調査成果報告会の開催

平成21年2月14日(土)

午後 1時-3時45分

場所 : 北海道大学学術交流会館

プログラム

第3会議室

1 :00 

1 :05 

1. 15 

1 :35 

2:05 

2・25

2:45 

3:00 

あいさつ・主旨鋭明

大平軽量恐 {北海道大学怨簸文化財閥資重量}
f北海道大学埋蔵文化財調査室による 2008年度鍋査の微妥J

高倉 純 {北海道大学筏蔵文化財綱葺I:li:)
「工学部共用実験研究線地点の翻変成果」

守慶銭人 (北海道大学埋扇童文化財閥安室}
『更衣室地点の繍査成果J

中村有畜 {北海道大学附属地震火山研究観測センター}

f北大構内で客室m~された火山灰と地震の痕跡J

遣部l 慎 {北海道大学漫蔵文化財翻査室)

「北海道大学機肉遺跡から得られた年代測定値とその閉館点J

コメント 平川一臣 {北海道大学大学院地琢環境科学研究院)
小杉 康 {北海道大学大学院文学研究科〉

工学部共用実験研究織地点・更衣室地点出土資斜の見学

参加費 : 無料

(当日参加も可能ですが、資料準備の都合があるため、できる

|駁り平成21年 2月6日までに1包括 ・業AF・ファックスのいず

れかで、奥付にある調在室のi盛絡先まで出席についてご述絡

Fさb、)
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